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人工知能はいま３度めのブーム 

• 第１次AIブーム（1956〜1960年代）：探索・推論の時代 

– ダートマスワークショップ（1956） 

• 人工知能（Artificial Intelligence）という言葉が決まる 

• 世界最初のコンピュータENIAC (1946)のわずか10年後 

• ...冬の時代 

 

• 第２次AIブーム（1980年代）：知識の時代 

– エキスパートシステム 

– 第５世代コンピュータプロジェクト：通産省が570億円 

• ...冬の時代 

 

• 第３次AIブーム（2013年〜）：機械学習・表現学習の時代 

– ウェブとビッグデータの発展 

– 計算機の能力の向上 

– ※ Deep Learning（深層学習）は、Representation Learning（表現学習）の一種とされる 
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Googleの猫（2012） 
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間違ったケースの全て（別人を同一人物と判定） 

F. Schroff et. al: FaceNet: A Unified Embedding for Face Recognition and Clustering, 2015 
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顔画像のクラスタリング 

• invariance to occlusion, lightling, pose, age. 
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F. Schroff et. al: FaceNet: A Unified Embedding for Face Recognition and Clustering, 2015 
 



画像認識で人間の精度をこえるということ 

• Marvin Minsky 

– 子供のできることほど難しい 

– 「幼児のコモンセンスをコンピュータに入れるプロジェクトがいまある。幼児も
紐は引っ張れるが押せないという常識をもっている。ふたりの子どもが積み
木で遊んでいるだけで10個のことを考える（積み木の構造、見た目、完成図
など）。コンピュータにはできない、すごいことだ。」[1] 

– 画像認識もそのうちのひとつ 

• それができた！ 

– まだまだ課題は多いが、そんなのは当たり前。 

– 明らかに新しいステージに移っている。 

 

 

14 [1] 講演ログ：2009年6月19日 Marvin Minsky「コンピュータ科学の未来：常識あるロボットの実現に向けて」 
[2]  Improvement Happening Rapidly: http://car.watch.impress.co.jp/img/car/docs/693/719/html/09.jpg.html 



 

 

 

Deep Learning workshop(2013)でのザッカーバーグ（右）、 
ベンジオ（モントリオール大・中）、マニング（スタンフォード大・左） 
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• Google 

– トロント大Hinton教授と 

学生の会社をGoogleが買収（2013） 

– Deep Learningの英国会社  

Deep Mind Technologiesを４億ドル 

（約420億円）で買収（2014） 

• 中国検索最大手Baidu 

– シリコンバレーにDeep Learningの研究所を作る（2013） 

– Stanford大 Andrew Ng教授をDeep Learningの研究所所長に迎え、300億円を研究予算とし

て投資（2014) 

• Facebook 

– ニューヨークに人工知能研究所設立: New York大のYann LeCun教授を所長に招く（2013） 

– パリにヨーロッパ人工知能研究所を設立（2015） 

DL関連の海外企業の投資 



Deep LearningのAIにおける意味 

• AIにおける50年来のブレークスルー 

– データをもとに「表現」が自動的に獲得されている 

– 現実世界から何を取り出し、モデルを作るか（表現とするか）は人間が決めていた。 

• 実はみんな思っていた。同種の考えは昔から多くあり。 

– 1980- ネオコグニトロン（福島）、1990- 野田（産総研）ら、2000前後- 山川や松尾 

• その秘訣は、ロバスト性 

– ノイズを加える、コネクションを外すなど、いじめることによる「ロバスト性」だった 

– ぐらぐらの柱では２階建てにならない 

• ロバスト性を高めるには、計算機パワーが必要だった 

– いまのマシンスペックでもGPUを使って１００台並列とかで、ようやく精度が上がる 

 

• 初期仮説への回帰 

– 初期仮説「なぜ知能をコンピュータで実現することはできないのか？」 

• 人工知能の分野が当初目指していたこと 

– できると思っていた→できない理由があった→それが解消された→だとしたら、もう一度で
きるという仮説を取るべきでは。 

– 潜在的には、産業としても、科学としても、非常に大きい可能性を秘めている 
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考えられるインパクト 

• 機械の動作が飛躍的に向上する可能性がある 

– ディープラーニング＋強化学習。試行錯誤によって、動作が学習される。 

– 製造装置、自動運転、物流 

• 犯罪は非常に減る可能性がある。 

– 防犯、監視は、画像・動画による特徴量生成と異常検出。不審者の発見。 

– 「危ない場面」を取り出すことで、事故も減る可能性が。 

• 設備保守も自動でできる 

– 動作＋異常検知（変な音がしないかなど） 

• 情報システムのセキュリティを大幅に向上することができる 

– 従来は「こうすればアラートを出す」ということを決めていた。いたちごっこ。 

– 特徴量を生成し、異常を検知すればよい 

• 仮説生成と試行のサイクル自体が自動化できる可能性がある 

– デザイン、作曲、製薬など 

• シミュレーション技術が現在より格段に使えるようになる 

– 特徴量の抽出＋モデル化 

– シミュレーションし、現実の製品として作るなど 

• 情報システムがぜんぶつながる可能性がある 

– 画像を通した連携。ほとんどのシステムは、人間が目で見るようにできている。 

– ドイツのインダストリー4.0のような、工場と本社のシステム連携ができる。 

19 



20 

Video courtesy of UC Berkeley Robot Learning Lab, edited by Phil Ebiner 
 





未来の社会と産業の構造変化を描く 

• 1995年のインターネット 

• Googleにあたるものはなにか？ 

• Amazonにあたるものはなにか？ 

• Facebookにあたるものはなにか？ 

 

• キープレイヤーは？プラットフォーマーはどのように出現する？ 

• 新たな産業は？産業構造の変化は？ 

• 競争力はどう変化する？ 

• 社会はどう変わる？ 
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日本の未来へ 

• 少子高齢化する日本のなかで、人工知能を切り札として産業競争力を高
めたい。 

• 日本にもチャンスが 

– 人工知能研究者の人数 

– 世代を通じた理解 

– 「賢さ」と「真面目さ」が重要な領域 

– 言語があまり関係ない 

• DL技術は若く、早くきちんとやれば、追いつき、追い越せるはず。 

• 人工知能で変化する産業と社会。未来社会を描きたい。 
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